
令和４年（2022年）11月 25日 第 313号（6）足 立 区 議 会 だ よ り

◇
令
和
３
年
度
足
立
区
一
般
会
計
歳

　
入
歳
出
決
算

◇
令
和
３
年
度
足
立
区
国
民
健
康
保

　
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

◇
令
和
３
年
度
足
立
区
介
護
保
険
特

　
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

◇
令
和
３
年
度
足
立
区
後
期
高
齢
者

　
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

　

（
４
会
計
決
算
の
内
容
及
び
審
査

　

結
果
は
８
面
に
掲
載
）

◇
令
和
４
年
度
足
立
区
一
般
会
計
補

　
正
予
算
（
第
５
号
）

　

補
正
額　

75
億
８
千
217
万
８
千
円

　
予
算
総
額　

３
千
308
億
８
千

　
　
　
　
　
　
　
　
　

808
万
８
千
円

　

（
日
本
共
産
党
足
立
区
議
団
よ
り

　

反
対
討
論
あ
り
）

◇
令
和
４
年
度
足
立
区
国
民
健
康
保

　
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　

補
正
額　

508
万
２
千
円

　
予
算
総
額　

723
億
３
千
427
万
１
千
円

◇
令
和
４
年
度
足
立
区
介
護
保
険
特

　
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

補
正
額　

17
億
１
千
760
万
７
千
円

　
予
算
総
額　

692
億
174
万
９
千
円

　

（
日
本
共
産
党
足
立
区
議
団
よ
り

　

反
対
討
論
あ
り
）

◇
令
和
４
年
度
足
立
区
後
期
高
齢
者

　
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

補
正
額　

231
万
円

　
予
算
総
額　

172
億
８
千
356
万
８
千
円

◇
令
和
４
年
度
足
立
区
一
般
会
計
補

　
正
予
算
（
第
６
号
）

　

補
正
額　

66
億
４
千
814
万
９
千
円

　
予
算
総
額　

３
千
375
億
３
千

　
　
　
　
　
　
　
　
　

623
万
７
千
円

◇
足
立
区
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特

　
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条

　
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

個
人
番
号
を
利
用
す
る
事
務
を

　

追
加
す
る
と
と
も
に
規
定
を
整
備

　

す
る
も
の

◇
足
立
区
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状

　
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
の
一
部

　
を
改
正
す
る
条
例

◇
足
立
区
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、

　
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

　
改
正
す
る
条
例

◇
公
益
的
法
人
等
へ
の
足
立
区
職
員

　
の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

　
を
改
正
す
る
条
例

◇
外
国
の
地
方
公
共
団
体
の
機
関
等

　
に
派
遣
さ
れ
る
職
員
の
処
遇
等
に

　
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　
条
例

◇
足
立
区
非
常
勤
職
員
の
報
酬
お
よ

　
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一

　
部
を
改
正
す
る
条
例

◇
足
立
区
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す

　
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

以
上
、
６
議
案
は
い
ず
れ
も
地

　

方
公
務
員
法
の
改
正
に
伴
い
、
規

　

定
を
整
備
す
る
も
の

◇
足
立
区
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る

　
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

地
方
公
務
員
法
の
改
正
に
伴
い
、

　

職
員
の
定
年
を
引
き
上
げ
る
と
と

　

も
に
、
所
要
の
規
定
を
整
備
す
る

　

も
の

◇
足
立
区
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関

　
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に

　

関
す
る
法
律
等
の
改
正
に
伴
い
、

　

規
定
を
整
備
す
る
も
の

◇
足
立
区
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

　
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

地
方
公
務
員
法
の
改
正
に
伴
い
、 　

60
歳
に
達
し
た
職
員
の
給
料
月
額

　

そ
の
他
の
事
項
に
つ
い
て
規
定
を

　

整
備
す
る
も
の

◇
足
立
区
防
災
減
災
対
策
整
備
基
金

　
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

基
金
の
設
置
目
的
を
拡
充
す
る

　

も
の

◇
足
立
区
男
女
共
同
参
画
社
会
推
進

　
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

足
立
区
男
女
共
同
参
画
推
進
委

　

員
会
の
委
員
の
構
成
を
変
更
す
る

　

も
の

◇
足
立
区
勤
労
福
祉
会
館
条
例
の
一

　
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

足
立
区
勤
労
福
祉
会
館
の
移
転

　

に
伴
い
、
同
会
館
の
位
置
を
改
め

　

る
ほ
か
、
規
定
を
整
備
す
る
も
の

◇
足
立
区
子
ど
も
の
医
療
費
の
助
成

　
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　
る
条
例

　
　

助
成
対
象
を
拡
大
す
る
も
の

◇
足
立
区
北
綾
瀬
駅
周
辺
地
区
地
区

　
計
画
の
区
域
内
に
お
け
る
建
築
物

　
の
制
限
に
関
す
る
条
例

　
　

建
築
基
準
法
の
規
定
に
基
づ
く

　

地
区
計
画
を
実
施
す
る
も
の

◇
足
立
区
事
務
手
数
料
条
例
の
一
部

　
を
改
正
す
る
条
例

　
　

長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進

　

に
関
す
る
法
律
等
の
改
正
に
伴
い
、

　

規
定
を
整
備
す
る
も
の

◇
足
立
区
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改

　
正
す
る
条
例

　
　

区
営
住
宅
を
使
用
す
る
た
め
に

　

必
要
な
条
件
の
一
部
を
削
除
す
る

　

も
の

◇
足
立
区
に
係
る
沿
道
地
区
計
画
の

　
区
域
内
に
お
け
る
建
築
物
の
制
限

　
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　
る
条
例

　
　

地
区
計
画
の
変
更
に
伴
い
、
規

　

定
を
整
備
す
る
も
の

◇
足
立
区
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部

　
を
改
正
す
る
条
例

　
　

区
立
小
学
校
の
統
廃
合
に
伴
い
、

　

規
定
を
整
備
す
る
も
の

　
　
　

◇
東
綾
瀬
中
学
校
改
築
工
事
請
負
契
約

　
契
約
方
法　

条
件
付
一
般
競
争
入
札

　
契
約
金
額　

49
億
９
千
290
万
円

　

相
手
方　

三
浦
・
田
中
・
新
井

　
　
　
　
　
　
　

建
設
共
同
企
業
体

◇
上
沼
田
東
公
園
改
修
整
備
工
事
請

　
負
契
約

　
契
約
方
法　

条
件
付
一
般
競
争
入
札

　
契
約
金
額　

13
億
８
千
600
万
円

　

相
手
方　

東
京
三
田
組
・
太
和
工
業

　
　
　
　
　
　
　

建
設
共
同
企
業
体

◇
（
仮
称
）
江
北
健
康
づ
く
り
セ
ン

　
タ
ー
新
築
工
事
請
負
契
約

　
契
約
方
法　

条
件
付
一
般
競
争
入
札

　
契
約
金
額　

23
億
６
千
329
万
５
千
円

　

相
手
方　

武
家
田
・
浅
香

　
　
　
　
　
　
　

建
設
共
同
企
業
体

◇
債
権
の
放
棄
に
つ
い
て

　
　

児
童
扶
養
手
当
返
還
金
及
び
児

　

童
育
成
手
当
返
還
金
の
債
権
を
放

　

棄
す
る
も
の

◇
積
立
金
等
返
還
請
求
調
停
に
関
す

　
る
和
解
に
つ
い
て

　
　

区
立
保
育
園
の
指
定
管
理
に
係

　

る
、
積
立
金
等
返
還
請
求
調
停
に

　

つ
い
て
和
解
す
る
も
の

◇
東
綾
瀬
中
学
校
改
築
電
気
設
備
工

　
事
請
負
契
約

　
契
約
方
法　

条
件
付
一
般
競
争
入
札

　
契
約
金
額　

５
億
３
千
900
万
円

　

相
手
方　

ト
ー
テ
ッ
ク
・
洸
新

　
　
　
　
　
　
　

建
設
共
同
企
業
体

◇
東
綾
瀬
中
学
校
改
築
空
調
設
備
工

　
事
請
負
契
約

　
契
約
方
法　

条
件
付
一
般
競
争
入
札

　
契
約
金
額　

４
億
８
千
730
万
円

　

相
手
方　

水
工
房
・
カ
ン
ノ

　
　
　
　
　
　
　

建
設
共
同
企
業
体

◇
区
議
会
議
場
音
響
・
映
像
設
備
機

　
器
の
購
入
に
つ
い
て

　
契
約
方
法　

指
名
競
争
入
札

　
契
約
金
額　

２
千
439
万
８
千
円

　

相
手
方　

株
式
会
社
東
和
エ
ン
ジ

　
　
　
　
　

ニ
ア
リ
ン
グ

◇
花
畑
川
環
境
整
備
そ
の
１
工
事
請

　
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

　

変
更
前　

６
億
２
千
127
万
７
千
800
円

　

変
更
後　

９
億
９
千
408
万
４
千
300
円

　

相
手
方　

株
式
会
社　

東
京
三
田
組

　

（
日
本
共
産
党
足
立
区
議
団
よ
り

　

反
対
討
論
あ
り
）

◇
損
害
賠
償
額
の
決
定
に
つ
い
て

　
　

相
手
方
所
有
の
工
作
物
を
破
損

　

等
す
る
損
害
を
与
え
た
こ
と
に
対

　

す
る
損
害
賠
償
額
を
決
定
す
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か
１
件

◇
議
決
を
得
た
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

　
　

（
仮
称
）
北
鹿
浜
小
・
鹿
浜
西

　

小
学
校
統
合
校
新
築
電
気
設
備
工
事

◇
放
棄
し
た
債
権
の
報
告
に
つ
い
て

　
　

信
用
保
証
料
補
助
金
返
還
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か
421
件

◇
令
和
３
年
度
決
算
に
基
づ
く
足
立

　
区
の
健
全
化
判
断
比
率
の
報
告
に

　
つ
い
て

　
　

実
質
赤
字
比
率　
　
　
　

－
％

　
　

連
結
実
質
赤
字
比
率　
　

－
％

　
　

実
質
公
債
費
比
率　
　

△
3.8
％

　
　

将
来
負
担
比
率　
　
　
　

－
％

　

※

実
質
赤
字
額
又
は
連
結
実
質
赤

　

字
額
が
な
い
場
合
及
び
実
質
公
債

　

費
比
率
又
は
将
来
負
担
比
率
が
算

　

定
さ
れ
な
い
場
合
「
－
」
で
表
示

◇
令
和
３
年
度
足
立
区
内
部
統
制
評

　
価
の
報
告
に
つ
い
て

　
　

監
査
委
員
の
審
査
に
付
し
た
内

　

部
統
制
の
評
価
を
報
告
す
る
書
類

　

に
つ
い
て
、
監
査
委
員
の
意
見
を

　

付
し
て
提
出
す
る
も
の

◇
和
解
に
つ
い
て

　
　

総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ
に
対
す
る

　

運
動
教
室
運
営
委
託
契
約
支
払
費

　

用
に
つ
い
て
和
解
す
る
も
の

◇
和
解
に
つ
い
て

　
　

支
給
済
み
生
活
保
護
費
の
返
還

　

に
つ
い
て
和
解
す
る
も
の

◇
専
決
処
分
し
た
事
件
の
報
告
及
び

　
承
認
に
つ
い
て
（
民
事
調
停
事
件

　
の
申
立
て
）

　
　

区
立
保
育
園
の
管
理
運
営
に
関

　

し
て
、
東
京
簡
易
裁
判
所
に
対
し
、

　

調
停
の
申
立
て
を
す
る
も
の

◇
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に

　
つ
い
て

　
　

人
権
擁
護
委
員
法
第
６
条
第
３

　

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
市
村
智
氏
、

　

鈴
木
又
右
衞
門
氏
、
橋
本
優
氏
、

　

齋
藤
ゆ
き
え
氏
を
推
薦
す
る
こ
と

　

に
つ
い
て
、
区
長
か
ら
議
会
の
意

　

見
を
求
め
ら
れ
た
も
の

　

（
異
議
な
い
も
の
と
答
申
す
る
こ

　

と
に
決
定
）

◇
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
抗
議

　
す
る
決
議

◇
女
性
デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成
を
強
力

　
に
推
進
す
る
た
め
の
支
援
を
求
め

　
る
意
見
書

　

（
決
議
及
び
意
見
書
の
全
文
は
下

　

記
に
掲
載
）

◇
足
立
区
子
ど
も
の
医
療
費
の
助
成

　
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　
る
条
例

　
　

子
ど
も
の
医
療
費
の
助
成
が
受

　

け
ら
れ
る
年
齢
を
拡
大
す
る
も
の

◇
原
子
力
発
電
所
の
被
災
、
事
故
に

　
対
応
す
る
「
地
域
防
災
計
画
」
の

　
早
急
な
具
体
化
を
求
め
る
陳
情

◇
放
射
能
汚
染
か
ら
子
ど
も
の
健
康

　
を
守
る
た
め
の
陳
情

◇
海
を
守
り
漁
業
関
連
事
業
者
、
従

　
事
者
の
生
業
と
水
産
物
を
守
る
意

　
見
書
を
国
に
提
出
す
る
こ
と
を
求

　
め
る
陳
情

　

（
以
上
３
件
に
つ
い
て
日
本
共
産

　

党
足
立
区
議
団
よ
り
不
採
択
に
反

　

対
の
討
論
あ
り
）

　

―

い
ず
れ
も
陳
情
の
趣
旨
に
沿
い

　

か
ね
る

　

い
ず
れ
も
令
和
４
年
10
月
19
日
に

全
会
一
致
で
可
決
し
、
意
見
書
は
関

係
機
関
に
提
出
し
ま
し
た
。

北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
抗
議
す

る
決
議

　

北
朝
鮮
は
、
本
年
に
入
っ
て
か
ら

弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
繰
り
返
し
発
射
し

て
お
り
、
特
に
10
月
４
日
に
発
射
し

た
弾
道
ミ
サ
イ
ル
は
、
青
森
県
付
近

上
空
を
通
過
す
る
形
で
太
平
洋
上
に

落
下
し
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
度
重
な
る
ミ
サ
イ
ル
発

射
は
、
我
が
国
を
は
じ
め
と
す
る
国

際
社
会
の
平
和
と
安
全
を
脅
か
す
重

大
な
挑
発
行
為
で
あ
る
ば
か
り
か
、

区
民
生
活
の
安
心
と
安
全
を
脅
か
す

行
為
で
あ
り
、
平
和
と
安
全
の
都
市

宣
言
を
行
っ
て
い
る
足
立
区
と
し
て

断
じ
て
容
認
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

　

よ
っ
て
、
足
立
区
議
会
は
、
北
朝

鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
対
し
厳
重
に

抗
議
す
る
と
と
も
に
、
政
府
に
対
し
、

北
朝
鮮
が
断
じ
て
こ
の
よ
う
な
行
為

を
繰
り
返
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、
国

際
社
会
と
連
携
し
て
国
連
安
全
保
障

理
事
会
決
議
に
基
づ
く
断
固
と
し
た

対
応
を
と
る
よ
う
強
く
求
め
る
。

　

以
上
、
決
議
す
る
。

女
性
デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成
を
強
力
に

推
進
す
る
た
め
の
支
援
を
求
め
る
意

見
書

　

政
府
は
令
和
４
年
４
月
26
日
に

「
女
性
デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成
プ
ラ
ン
」

を
取
り
ま
と
め
、
就
労
に
直
結
す
る

デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ル
の
習
得
と
、
柔
軟

な
働
き
方
に
つ
な
が
る
就
労
環
境
整

備
の
両
面
か
ら
支
援
し
、
女
性
デ
ジ

タ
ル
人
材
育
成
の
加
速
化
を
目
指
す

こ
と
と
し
た
。

　

女
性
デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成
に
つ
い

て
は
、
女
性
の
経
済
的
自
立
や
重
要

産
業
で
あ
る
デ
ジ
タ
ル
業
界
へ
の
女

性
の
円
滑
な
労
働
移
動
支
援
、
デ
ジ

タ
ル
分
野
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー

ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
等
を
図
る
観
点
か

ら
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

　

本
プ
ラ
ン
の
着
実
な
遂
行
と
実
現

は
、
我
が
国
の
国
際
競
争
力
を
高
め
、

生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
う
え
で
不
可

欠
で
あ
り
、
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
足
立
区
議
会
は
、
国
会

及
び
政
府
に
対
し
、
女
性
デ
ジ
タ
ル

人
材
育
成
の
強
力
な
推
進
を
図
る
た

め
、
左
記
の
事
項
を
実
施
す
る
よ
う

強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
記

１　

時
間
的
な
制
約
が
あ
る
場
合
に

　

お
い
て
も
、
テ
レ
ワ
ー
ク
を
活
用

　

し
た
就
労
や
実
践
的
な
経
験
を
積

　

む
こ
と
が
で
き
る
研
修
等
の
環
境

　

整
備
を
支
援
す
る
こ
と
。

２　

テ
レ
ワ
ー
ク
の
定
着
・
促
進
に

　

向
け
た
導
入
支
援
体
制
を
早
急
に

　

整
備
す
る
こ
と
。

３　

自
治
体
規
模
に
合
わ
せ
た
取
組

　

み
や
す
い
本
プ
ラ
ン
の
参
考
事
例

　

を
積
極
的
に
発
信
す
る
こ
と
。

４　

本
プ
ラ
ン
の
着
実
な
遂
行
の
た

　

め
に
十
分
な
予
算
を
確
保
す
る
こ

　

と
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規

定
に
よ
り
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。

（
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内

閣
総
理
大
臣
、
財
務
大
臣
、
厚
生
労

働
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
、
デ
ジ
タ

ル
大
臣
、
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣（
少

子
化
対
策　

男
女
共
同
参
画
）
、
デ

ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
担
当
大

臣
あ
て
）

議　案　件　名

自　民 公　明 共　産 立　民 改革 無
派

無
派

無
派
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決
　
結
　
果
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×
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○

○

○
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○

○

○

○

産

産

産

産

産

産

産

産

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

※

議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×
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×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

◇
東
綾
瀬
中
学
校
改
築
給
排
水
衛
生

　
設
備
工
事
請
負
契
約

　
契
約
方
法　

条
件
付
一
般
競
争
入
札

　
契
約
金
額　

４
億
９
千
390
万
円

　

相
手
方　

東
管
・
中
村
設
備

　
　
　
　
　
　
　

建
設
共
同
企
業
体

◇
（
仮
称
）
江
北
健
康
づ
く
り
セ
ン

　
タ
ー
新
築
電
気
設
備
工
事
請
負
契
約

　
契
約
方
法　

条
件
付
一
般
競
争
入
札

　
契
約
金
額　

７
億
２
千
600
万
円

　

相
手
方　

雄
光
・
拓
電

　
　
　
　
　
　
　

建
設
共
同
企
業
体

◇
（
仮
称
）
江
北
健
康
づ
く
り
セ
ン

　
タ
ー
新
築
空
調
設
備
工
事
請
負
契
約

　
契
約
方
法　

条
件
付
一
般
競
争
入
札

　
契
約
金
額　

４
億
９
千
758
万

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

７
千
200
円

　

相
手
方　

玉
紘
・
産
栄

　
　
　
　
　
　
　

建
設
共
同
企
業
体

◇
（
仮
称
）
江
北
健
康
づ
く
り
セ
ン

　
タ
ー
新
築
給
排
水
衛
生
設
備
工
事

　
請
負
契
約

　
契
約
方
法　

条
件
付
一
般
競
争
入
札

　
契
約
金
額　

２
億
４
千
970
万
円

　

相
手
方　

東
洋
設
備
株
式
会
社

◇
（
仮
称
）
区
営
新
田
三
丁
目
ア
パ
ー

　

ト
改
築
工
事
請
負
契
約

　
契
約
方
法　

条
件
付
一
般
競
争
入
札

　
契
約
金
額　

８
億
８
千
万
円

　

相
手
方　

似
鳥
・
小
倉

　
　
　
　
　
　
　

建
設
共
同
企
業
体

◇
（
仮
称
）
区
営
新
田
三
丁
目
ア
パ
ー

　

ト
改
築
機
械
設
備
工
事
請
負
契
約

　
契
約
方
法　

条
件
付
一
般
競
争
入
札

　
契
約
金
額　

１
億
７
千
334
万
９
千
円

　

相
手
方　

東
京
ガ
ス
オ
ー
ル
ワ
ン

　
　
　
　
　

エ
ナ
ジ
ー
株
式
会
社

◇
災
害
備
蓄
用
ア
ル
フ
ァ
化
米
等
の

　
購
入
及
び
入
れ
替
え
に
つ
い
て

　
契
約
方
法　

指
名
競
争
入
札

　
契
約
金
額　

４
千
70
万
３
千
547
円

　

相
手
方　

廣
瀬
産
業
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
京
支
店

認定

認定

認定

可決

可決

可決

可決

可決

報　
　

告

諮　
　

問

不
採
択
と
し
た
も
の

■意見の分かれた案件（49件中8件）
その他の案件（41件）は全会一致で可決されました。

※自民…足立区議会自由民主党　公明…足立区議会公明党　共産…日本共産党足立区議団　立民…足立区議会立憲民主党
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　改革…足立区議会議会改革を全力で推し進める会　無派…無会派

※○…賛成　　×…反対　　産…産休

令和３年度足立区一般会計歳入歳出決算  令和３年度足立区一般会計歳入歳出決算

令和３年度足立区国民健康保険特別会計歳入歳出決算  

令和３年度足立区介護保険特別会計歳入歳出決算  

令和４年度足立区一般会計補正予算(第５号）  

令和４年度足立区介護保険特別会計補正予算（第１号）  

足立区個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関
する条例の一部を改正する条例 

足立区立学校設置条例の一部を改正する条例  

花畑川環境整備その1工事請負契約の変更について  

中
島
こ
う
い
ち
ろ
う

へ
ん
み
　
圭
　
二

市
　
川
　
お
さ
と

土
　
屋
　
の
り
こ

長
谷
川
　
た
か
こ

銀
　
川
　
ゆ
い
子

お
ぐ
ら
　
修
　
平

鈴
　
木
　
あ
き
ら

き
た
が
わ
　
秀
和

横
　
田
　
ゆ
　
う

山
　
中
　
ち
え
子

西
の
原
　
え
み
子

は
た
の
　
昭
　
彦

浅
　
子
　
け
い
子

ぬ
か
が
　
和
　
子

水
　
野
　
あ
ゆ
み

石
毛
　
か
ず
あ
き

大
　
竹
　
さ
よ
こ

さ
　
の
　
智
恵
子

吉
　
田
　
こ
う
じ

佐
々
木
ま
さ
ひ
こ

く
ぼ
た
　
美
　
幸

岡
　
安
　
た
か
し

長
井
　
ま
さ
の
り

い
い
く
ら
　
昭
二

た
が
た
　
直
　
昭

小
　
泉
　
ひ
ろ
し

渕
　
上
　
　
　
隆

し
ぶ
や
　
竜
　
一

に
た
な
い
　
　
和

杉
　
本
　
ゆ
　
う

く
じ
ら
い
　
　
実

長
澤
　
こ
う
す
け

伊
藤
　
の
ぶ
ゆ
き

た
　
だ
　
太
　
郎

工
　
藤
　
哲
　
也

鹿
　
浜
　
　
　
昭

か
ね
だ
　
　
　
正

高
山
　
の
ぶ
ゆ
き

渡
辺
　
ひ
で
あ
き

吉
　
岡
　
　
　
茂

古
　
性
　
重
　
則

新
　
井
　
ひ
で
お

せ
ぬ
ま
　
　
　
剛

白
　
石
　
正
　
輝

撤
回
承
認
し
た
も
の

（
全
文
）

今
定
例
会
で
可
決
し
た

決
議
・
意
見
書

意見書・決議とは

　区民の皆様の生活に直接関わることでも、それが国や
東京都等の仕事の場合には、区だけでは解決できません。
　このような場合には、区議会の意思を「意見書」とし
て、国会や大臣・都知事等の関係機関に提出し、問題の
積極的な解決を求めることができます。
　また、区議会の意見表明として「決議」を行うことも
あります。


